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論文抄読 １．概要

視覚刺激運動に伴う自己身体運動知覚（vection)を駆動する視覚刺

激の特徴を分析し、これまで vection を有効に誘導しえないと考えら

れてきた非輝度定義視覚運動が十分な強度の自己運動知覚を生起さ

せうることを見出した。

２．方法

Fractal Rotation と呼ばれる方位定義視覚運動（orientation-

defined visual rotation）を vection 駆動刺激として用いた心理物

理実験を実施した。

３．結果

 Fractal Rotation は、視覚刺激の実際の回転運動（real rotation）

よりは弱いものの、十分な強度の自己回転運動（roll vection）を誘

導可能であることが複数の心理実験により明らかにされた。

４．結論

 これまでの vection 研究においては、視覚刺激の輝度定義運動が存

在しない刺激布置においては自己運動が生起しないと考えられてき

たが、本研究により初めて非輝度定義運動が自己運動を引き起こすこ

とを明らかにした。この結果は、視覚情報に基づく自己運動知覚生起

機序を検討する際に非常に重要なものとなる。


